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高齢女性バサマのイメージ、口寄せ、亜者の視覚障がいの有無

はじめに

東北地方には１－１寄せにより、死者の語りをきく醒者が存在す

る。イタコは宗教学、民俗学、文化人類学、精神医学、，L理学

等から関心がよせられてきたが､そこではイタコを描いた文芸

作品が研究対象とされることは少なかった。文芸にはどのよう

なイタコイメージが描かれているのだろうか。それは実態とど

のように違うのだろうか。こうした点に注目し、人々がイタコ

に何を求めているのかについてみていきたい。

１青森表象としてのイタコ･カミサマ:畑津聖悟の創作活動

（１）「もしイタ～もし高校野球の女子マネージャーが青森の『イ

タコ』を呼んだら」

2012年８月､第36回全国高等学校総合文化祭が富山県でおこな

われた。その演劇部門で、イタコが登場する演劇「もしイタ～

もし高校野球の女子マネージャーが青森の『イタコ』を呼んだ

ら｣を演じた青森県立青森中央高等学校が最優秀賞を獲得した。

全国2千１００校が参加し､地方ブロックなどから選ばれた12校が８

月１０日から12日にかけ、富山市の県民会館に集まり、「演劇甲

子園」ともいわれるこの全国大会で熱演を繰り広げた'。その結

果、イタコが登場するこの劇が最優秀賞に選ばれたのである，

2012年総合文化祭演劇部門へ参加した高校生の様子は､2012年９

月29Ｒに、NHKのEテレ「青春舞台2012」で放送された。その

＊国際文化学科

Ｉ北海道、東北、中部日本、近畿、中国、四国、九州の各ブロ

ックが１校、関東ブロックから２校、その他、上演団体の基準

が定められており、全部で１２高校が参加する。（｢第58回全国

高等学校(富山大会)､第58回全国高等学校演劇指導者講習会、

第36回全国高等学校総合文化祭演劇部門参加要項｣よりウェブ

サイト「全国高総文祭とやま2012｣）

（http:"Wwwsoubun2012､tym､edjp/ibstival/theateI）
2筆者は2011年の東北地方の応援公演を３回観劇したが､全国

高等学校総合文化祭はテレビでの視聴である。

なかでこの最優秀賞の演劇はノーカットで放送された2。

この演劇を作った畑鶴聖悟（1964年一）は今回で3度、同高校

を最優秀賞へ導いたf,顧問である。畑津はイタコを題材に選ん

だ理由を、青森からの演劇であること、青森メッセージである

ことを伝えるためだといっている（原2012：６１）３･

青森県立青森中央高等学校演劇部の「もしイタ～もし高校野

球の女子マネージャーが青森の『イタコ』を呼んだら｣は､2011

年の東日本大震災で被災した地域をめぐり、被災地応援公演を

繰り返しおこなった。演劇内容は、高校野球の弱小チームが、

イタコを監督とすることで、投手に戦前の大投手のホトケをお

ろし、甲子園の地力大会を勝ち進んでいく『，しかし決勝戦の途

中でホトケがぬけてしまい、Il1子l刺にはいけなかったという話

を、高校生の高校ﾉk活を郷台におもしるおかしく描いている。

主人公はホトケの依り代となる投手で、震災で母親や野球部の

チームメイトを亡くし、青森県の高校へ転入してきた高校生と

いう設定。演劇の背景に東Ｈ本大震災が描かれる。野球部監督

はイタコの老婆イタコ役の生徒は高齢女性をイメージして、

腰を曲げ、手を後ろに組み歩いている。弱小チームでも投手に

戦前の大投手が懸依することで、試合を勝ち進む。その技術を

もつイタコは劇で要となるｲ〃{;である。そしてイタコは、最後

に震災で亡くなった人々を11寄せし、死者と生者を結びつける

役割を果たす（原2012）。

(2)「県立戦隊アオモレンジヤ－」

脚本を書いた顧問の畑深聖悟は、この「もしイタ」以前にも

イタコを青森表象とした作舶を創作している。1990年代後半、

Ｒ本各地にご当地ヒーロー（ローカル・ヒーロー)が出現した。

1997年には青森でもつくられた。畑鵠は青森放送のラジオ番組

『金曜ワラッター！』のなかで、「県立戦隊アオモレンジャー」

の脚本・演出を手がけ、リンゴレッド、イカブルー、シャコイ

エロー、ホタテピンク、イタコブラックというローカルヒーロ

ーを登場させた。イタコブラックは下北におり、普段はイタコ

３イタコは秋田・青森・岩手に分布しているが、言般にメディ

アが取り上げることが多い恐山がある青森イメージが強い。
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人々はイタコに何を求めるのか(3)－創造されるイタコイメージとイタコの実態一

を本業とする陸奥みき。イタコブラックに変身し、口寄せなど

で相手を改心させる技をもつ。「バサマ」という愛称でよばれ

ていたようだ4.バサマとは方言で婆さまのこと。高齢女性に対

して使用する。

(3)「カミサマの恋」

畑津はほかにも劇団民芸に「カミサマの恋」という作品を書

き下ろしている。津軽にはイタコとは別にカミサマとよばれる

王者がいる。1990年代、木村藤子が登場し、「青森の神様」と

して、亜者としてのカミサマが青森にいることを全国に広く知

らせたが、そのカミサマの話である5．従来､青森の人はイタコ

とカミサマを区別してきた6｡イタコとカミサマがどう違うのか、

朝日新聞には次のように記してある。「カミサマは、霊を自ら

に降ろすイタコとは異なり、守護神と対話しながら相談者に助

言を授ける」者｡。そうした「カミサマこと道子のもとに、嫁姑

問題や息子の受験、結婚相手探しなど、悩みを抱えた人物が頻

繁に訪れる」のである（朝11新聞夕刊2011年９月29日）。２０１２

年､劇団民芸は､九州､中国地方を中心に､演劇をおこなった8．

内容は、カミサマとして亜者をする遠藤道子は、かつて銀次郎

を引き取り、息子として育てていた。その銀次郎が28年ぶりに

帰ってきて頼みごとを持ちかけてくる。そこにかつての婚約者

を見るという劇である9.畑深によると、道子が本当に見えてい

るのか、それとも彼女の演技なのかは明らにされておらず、そ

４畑淫が開くサイトによれば、1998年に平成９年度地方民間放
送協同制作評議会「ずらっと全国大捜査線」で最優秀賞受賞。
99年にも平成11年度日本民間放送連盟賞ラジオ娯楽番組部門

最優秀賞受賞（『県立戦隊アオモレンジャーfilst｣)。石森章太郎
の『秘密戦隊ゴレンジャー』のパロディーだという。

（hltp:/ｿwww.､abegen､com/PIufile・hmll、

htlPWWww5b・biglobe.､ejpノーaomo/､hnp:"｡.haにnar膳jp/keyword/｢県
立戦隊アオモレンジヤ－」より参照２０１２年１２月８日閲覧）

§木村藤子は、1990年、地元のイベント会場からいなくなった
蛇の出現場所と時間をいいあて､話題となる。その著書『｢気づ

き」の幸せ』（小学館）は35万部のベストセラーとなった（木
村2008：112)。「青森の神様」と呼ばれ、青森の亜者であるカ
ミサマの存在が全国にひろまった｡村寸はその後も､『幸せの総』
（主婦と生活社）『幸せの風が吹いてくる』（主婦と生活社）な
どのベストセラーを書いている。

６桜井徳太郎は、津軽地方では行者・オガミヤ（拝み屋)・祈祷
師などを総称してカミサマとよび、そのうちもっとも典型的な
カミサマはゴミソであるといっている（桜井1970：299-300)。

７民俗学や宗教学ではイタコとカミサマの区別について論じて

きた。特に両者の成座過程の違いは大きく、職能についても、
イタコでイメージされるホトケオロシ、口寄せはおこなわない
とするカミサマは多い。身体的にはイタコは女性で、視覚に障

害をもっている（池上1987：28,31)，こうした区別について
は後述する。

８「劇団民芸カミサマの恋」２０１２年１２月８日参照

（http://wwwgekidanmingei､cojp/2011kamisamahtml）。
９「劇団民芸」２０１２年12118Ｈ参照

（huPWWwwgekidanmingei・cojP/2011kamisamahtml）。
朝日新聞夕刊2011年９月２９Ｈ文化芸能｢主演の奈良岡朋子、
なじみの津軽弁を披露」参照。

の点が11寄せをおこなうイタコと差異があるという１０．

カミサマ役の奈良岡は、戦時中弘前に疎開し、そこで女学校

に通っていたから津軽弁を使うことができるので、その方言を

つかっての演劇だという（朝日新聞2011）。また畑漂によると、

道子は80歳を想定しているという11。

畑津聖悟が描くイタコやカミサマは、いずれも青森を背景と

している。しかも彼女たちは、亡くなった人の霊などとかかわ

ることができる高齢の女性として描かれているのである。

２悪依イメージの拡大と｢イタコ｣という名称の使用

「イタコ」は､カミオロシやホトケオロシをおこなう女性の里

者で、青森県および秋田、岩手県にかけては「イタコ」という

名称でよばれていたが、山形などでは「オナカマ」、福島など

では「ワカ」などと呼ばれていた。それが「イタコ」という名

称だけが他の名称と違い、文芸などさまざま方面で使用されて

いる。そこでは、死者の霊を懸依させたり、未来を予言する神

秘的ZIZ者という特徴で描き出されることが多い、

(1)内田康夫の推理小説『恐山殺人事件』(l988kosiadobluebooks）

自宅マンションで、変死体で発見された音楽撫而杉山博之。

その祖母サキは恐山付近に住むイタコで、孫の死を予言し「北

から来る男に気をつけろ」と言っていた。はじめ病死とされて

いた杉山だが、サキの主張で殺人事件であることがわかる（内

田1988:17)。やがて音楽教室を経営していた秋田県角館出身の

高川伸男も殺される。ルポライター浅見光彦は東北地方を舞台

に、女性関係をめぐる過去のトラブルを明らかにしながら事件

の謎を解いていくという推理小説である。

この小説でイタコの説明がある。イタコとは「口寄せ聖女」

のことだという。そして「｢口寄せ｣というのは､死んだ人の魂・

霊魂を自分の身に取り遍力せて、死者の身内の者に死者の言葉

を語ってきかせることだ」（内田1988：１１）と記述している。

また実際のイタコとは違い､小説ではイタコは血筋をもとに、

代々 イタコの出る家系があるとする（内田1988:12,42)。そう

した家系の杉山家には代々 伝わる紫水晶があるとしている（内

田1988:39)。

小説でイタコが霊の口寄せをする「おぱぱ」であること、予

言をする不思議な力をもつ者として描かれていることに注目し

たい。その神秘性をあげるため、イタコの血筋や紫水晶を出し

ていると思われる。

(2)中森明夫『アナーキー･イン･ザ･JP』(2010新潮社）

この小説では「イタコおばば」が物語を始めるためのキーパ

ーソンとして登場する。主人公は１７歳の少年シンジ。パンクに

'０畑浬聖‘悟氏にご教示いただきました。
'’畑津聖悟氏にご教示いただきました。
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はまり、三十年前に死んだ真のパンクスといわれるシド・ヴイ

シヤスに会おうとオーラの館にいく。そこで死んだ人と話をさ

せてくれるという「イタコおぱば」に「降霊」を依頼する。し

かし手違いで少年の身体のなかにアナーキスト大杉栄（1885

-1923年）が宿ってしまう。主人公は、しばしば大杉栄に身体を

乗っ取られる｡そうしたときはシンジの意識がなくなっている。

気付くと大杉がシンジの身体を使用して様々なことをおこなっ

ているのである。しかし反対に大杉の意織をとおして彼の時代

に飛んでいき大杉の身体のなかに宿ることもある。現代の少年

と過去の大杉栄の時代を往復しながら物語が展開していく。

主人公の少年シンジと大杉栄がひとつの頭のなかで同居する。

この物語の設定を可能にするために擬場するのが「イタコおば

ぱ」である．「イタコおぱぱ」は恐山などのイタコイメージと西

洋的な占いのイメージを合体させた｢おぱぱ」として登場する。

「降霊」をおこなっている場所は「オーラの館」という洋館、

ここでは「口寄せ」でも「ホトケオロシ」でもなく「降霊」が

おこなわれる。「イタコおぱぱ｣が使用する道具は術洋的な水晶

玉で、クレオパトラのような派手な衣装を済ている。その身体

つきは、白髪で顔に深いシワが刻まれた而歳にも兇える老人だ

が、二つの目だけが異様な光を帯びている（''1森2010:25)。小

説では特に視覚障がいをうかがわせる記述はみあたらない（I|’

森2010：24-30)“恐山などのイタコは、依加者に呼び川したい

人の名前と命日を苔いてもらうが、小I脱では呼び川したい人の

名前と肩書きを書いてもらっている。そのﾉli,11きに、11'lたび出し

てもらうシドのことを、彼の岐後の弓雌をとって「ナンバーワ

ン･アナーキスト」と苔いてしまう。それで大杉栄が降りて来て

しまったのである。主人公の頭の''１に宿る二人と言う物語の始

まりをつくるためには、イタコイメージをＪ１山にイタコと少し違

う「イタコおばぱ」の登場が必要だったのである。

３イタコの｢バサマ｣イメージ

これまでみたいずれの作砧にもイタコやカミサマは､｢バサマ

（婆さま)」というイメージが共通している。ところでこの「バ

サマ」はいったい何歳くらいなのであろうか昭和30年代、つ

まり'950年代後半の状況を探ってみたい。

現在のイタコは高齢女性が多い'2．それは半世紀ほどもイタ

コが一人前と認められるオユルシやカミツケといわれる儀式が

ほとんどの地域で行われていないことも影響している。かつて

１０代でイタコに弟子入りした者も、半世紀をすぎ高齢となって

いる。先に演劇や小説でみてきたようにイタコは「バサマ」、

つまり高齢女性でイメージされている。この点、実際はどうだ

ったのであろうか｡何歳だと「バサマ」イメージになるのかは、

平均年齢など時代によって変わる可能性がある。このことに気

をつけながら考えてみよう。

'２筆者が調査している青森県、岩手県のイタコ（オカミサン）
の状況では高齢者が多い。
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精神神経科学の中村民男は1955年から58年にかけ、青森県か

ら岩手県の一部にかけて249人のイタコとその類似者(カミサマ

123人、その他５人）の調査をおこなった'3。最も多かった年代

は、５０代の93人。ついで60代64人、４０代36人、７０代26人、８０代９

人であった（中村1961：875）。３０代以下は、全体の１割もいな

い｡一方､50代以上は全体の4分の3を占めていたことがわかる。

ところで調査がおこなわれた1950年代後半、「バサマ」とみ

られる女性の年齢は何歳くらいであったのだろうか。1955年の

日本人の平均寿命は、男性63.60歳、女性67.75歳であった'4．当

時の初婚年齢は、夫26.6歳、妻23.8歳である'5°つまり平均的な

年齢で結婚した夫婦には40代後半から50代以降には孫がいる可

能性が高かったと推測される。そう考えると、全体の4分の3が

50代以上を占めるイタコは、やはり「バサマ」のイメージが強

かったと考えられる。

この推測を裏付ける文章がある。宗教民俗学の佐藤正11頂は

1958年に、旧仙台領地域の68人の亜者について次のように書い

ている。「……この人達の多くは、五、六十才の婆さんで、中

に三十才台の人が一人いる」（佐藤1958：３５下線：原）。ま

た宗教学の石津照璽は1969年の論文で、面接した醒者のうち、

25歳以下は3人で｢多くのミコは老人である」と具体的な年齢は

示していないが、「老人」という言葉を使っている（石津1969：

１８下線:原)。これらのことから、少なくとも1950年代後半、

つまり昭和30年代は、５()代以上の女性は「バサマ」イメージで

とらえられており、イタコの4分の3以上は、当時「バサマ」と

みられる相応の年齢であったことがわかる。

また興味が引かれるのは、先の畑津聖悟の作品、2012年に西

日本各地で上演された「カミサマの恋」で、カミサマの年齢を

80歳に設定していることである。女性の平均寿命が86歳'6に近

い今日、イタコやカミサマのイメージ年齢もあがっている。「バ

サマ｣年齢は社会状況によって相応に変わっていくようである。

４イタコの性別

「バサマ」イメージでとらえられるイタコは、その呼称から

高齢であることと同時に女性であることが示される。それでは

イタコに男性はいないのだろうか。

'３その他には、占いのみおこなうもの２名、日蓮宗の僧侶でホ

トケオロシ、カミオロシをおこなうものｌ名。客に頼まれて仏

をおがむものｌ名、カミサマかイタコか不明の者１名となって

いる（中村1961：873)。

'４厚生労働省「平均余命の年次推移」２０１２年１２月１１日閲覧
(http:"wwwmhlwgojp/toukei/Saikin/hw/liMiた１０/SankouO2hlm）

'５内閣府共生社会政策のウェブサイト「少子化対策平均初婚

年齢の推移」参照２０１２年１２月１１日閲覧

(htlpWWww8､ＣａＯ,gojp/ShoL喝hi/whiにpapem/w-2011/23webhonpen/hml
l/fhmkuO8-05,hmll）

'６厚生労働省「平均余命の年次推移」から。平成22年女性は
85.90歳男性79.44歳２０１２年１２月１１日閲覧

(http:"Wwwmhlwgojp/toukei/saikin/hw/1in3/1iた11/dl/li企11-14.pdf）
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原英子

人々はイタコに何を求めるのか(3)－創造されるイタコイメージとイタコの実態一

1950年代後半に青森県から岩手県北部にかけての249人の駆

者を調査した中村民男の論文には､イタコを称する女性121人に

対し、男性は0と記されている。一方、カミサマなどの類似宗教

者は、女性105人、男セロ3人となっており、こちらは2割に満た

ない数ではあるが男性が記録されている（中村1961：875）。イ

タコは、伝統的に女性がなるものとされてきた（たとえば池上

1987：２９）。それゆえに、小説や演劇などではイタコは「バサ

マ」として描かれてきたのである。

しかし一方で、数は少ないが男性イタコがいることも報告さ

れてきた。たとえば精神神経科学の懸田克弔らは、1957年に青

森県でイタコ136人、カミサマ122人、その他の民間宗教者10人

を調査した。そのなかで、男性イタコが弘前市、南津軽郡、下

北郡に各1人、全部で3人が報告されている。カミサマの場合１６

名、その他は2名で､イタコよりは男性の割合が多くなっている

が､全体的に女性のほうが男性よりも多い(懸出・渋谷･前田・

中村・田島・三井1959：203）。この男性イタコについては石津

照璽も報告しており、インタヴューされた1人が、もう1人の存

在を話している（1969：１７）。

こうした男性のイタコは、どのような経緯でイタコになった

のだろうか。桜井徳太郎が1970年の論文で報告している。それ

によると、男性Aは幼少時失明し、その後ゴミソになった17Ⅷイ

タコと結婚したが妻が死亡したので妻の道具を使って、依頼の

ある口寄せもおこなうようになり、土地の人から「Aイタコ」

「男イタコ」と呼ばれるようになった”当時、金木町川倉地蔵

講のイタコマチにも出かけている。本業のイタコたちからは蔑

視されているが、よくあたるとの評判で依頼者があとをたたな

いという（桜井1970：326-327）。桜井は男イタコの出現は、従

来、師匠より習うという成凡Xパターンを変え、イタコとゴミソ

（カミサマ）の境界をあいまいにし、混清がすすめられるだろ

うと予測した（桜井1970：327）。

現在の男性イタコ、鳴海秀雲は「元祖津軽イタコ大師匠」と

称している。精神看護学の藤井博英は訂保健医療福祉の立場か

らスピリチュアルケアに取り組み、青森のイタコなどのシャー

マニズム文化が、医療と補完関係を築けるのではないかと注目

してきた(藤井・山本・大関・角演･坂江･阿保・出貝・板野・

佐藤・樋口・瓦吹・田崎・中村：2002、朝日新聞2010年１２月

２４日「消えゆくイタコ」のなかの「自殺者癒す効果？」）。２０１１

年、日本赤十字秋田看護大学で日本ヒューマンケア科学学会第

４回学術集会が開催されたが、藤井はそのときの会長を務め、

「元祖津軽イタコ大師匠」鳴海秀雲による講話を催している。

鳴海によると、彼は晴眼で、厳しい修行により入皿§式を経て独

り立ちをしているという。現在鳴海のもとに訪れるのは、ほと

んどが青森県外の人で、精神的に悩みを抱えたうつ病、不登校

などの人々の相談にのることでカウンセリングの役目を担って

１７ゴミソは蔑称なので（池上1987：９)、現在はカミサマを使用

することが多い。ここでは桜井の表現をそのまま使用した。ま

た、桜井は実名をのせているが、ここでは実名を伏せ、男‘性Ａ

とした。

いると考えているという。またこの講話において、イタコ祭文

のデモンストレーションや口寄せをおこなっている（鳴海

2011：２９）。鳴海秀雲は、東京などで「イタコセラピー」を称

するセミナー活動などをおこない、その活動の一部は、彼に講

演や口寄せを頼んだ会社のウェブサイトや関連者のブログに載

っている。また､彼の実演はYouTUbeなどへ画像が投稿されて

もいる。鳴海の活動には、青森を越えた都市部などでの講演や

大衆の前でのイタコの儀礼、そうした活動を撮影した者による

ウェブサイトヘの動画投稿がみられる'8．

イタコが儀礼を大衆の前でおこなうことはこれまでもしばし

ばあった。たとえば青森県立郷土館では2010年に文化庁「地域

文化芸術振興プラン推進事業」として青森のイタコによる「お

しら祭文」などの「民俗芸能特別講演」をおこなった'９．しか

し鳴海の場合、そうした伝統芸能として儀礼を再現しているの

ではなく、新たに「イタコセラピー」と称する活動を開始し、

ウェブサイトなどにも登場する活動に積極的に関与している。

こうした新しい動きは、従来の伝統的な女性のイタコではなく

男性イタコから発信されている。桜井が1970年に予言した男性

イタコの介入による伝統的形態の変化に注目する必要がある。

５視覚障がいについて

懸田克朗らの先の論文には､1957年当時､青森県のイタコ137

人中､２３人17％が開眼者であったと書かれている（懸田・渋谷・

前田・中村・田島・三井1959：203）。一般にイタコには視覚障

がい者が多いとされているが、開眼、つまり晴眼のイタコとは

どういう人たちなのであろう力も

石津照璽の論文に晴眼でありながらイタコになった人たちが

いたことが書かれている二石津はミコと書いているのでそのま

ま記しておく。それによると、東北地方では視覚障がいがある

と按摩になるかミコになった。ミコになるには12-3歳から、１６７

歳の間がよいが、家の事情で20歳をすぎ弟子入りするものもか

なりいる。しかし30歳過ぎての弟子入りはまれだという。晴眼

者の場合も年齢は大体同じだが、家計の事情で夫があり、視覚

障がいがないにもかかわらずミコになった者がいたという（石

津1969：１８）。石津の記述で注目されるのは、イタコになると

一定の稼ぎが期待できるため、晴眼者でも家計を理由にイタコ

になる者がいたことである。しかし中村によると晴眼でも５名

のうち3名が身体に障がいをもっており、「将来の生活を考えて

入正したと考えられる｣ことを記している(中村1961:880881)。

'８「第３回イタコセラピー講演会：鳴海秀雲セミナーズ」

（htqpWWwwseminarsjp/UselｿseminaLd､php?SCD=13440）２０１２年
１２月１４日閲覧

YbuTube「Shimotalkさんのチャンネル「イタコ｣」

（http:"Wwwyoutube､com/Watch?V=A405pSO62Vb）２０１２年１２月
１４日閲覧

'９「青森県立郷土館ニュース」２０'2年１２月’７Ｒ最終確認

（htlpWkyodokan､exblogjp/12357645/）
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盛岡市在住の大正生まれのある女'性は、夫の母が視覚障がいを

もつイタコだった。彼女によると、イタコの仕事を頼んだ依頼

者が家まで送り迎えをし、帰るときは車いっぱいの野菜や米な

どの食料をもってきたといっている”青森と岩手では事情が違

うが、共通してイタコになると生活できる稼ぎが期待できたこ

とがうかがえる。そうしたことから、イタコには視覚障がい者

が多いが、視覚障がいがなくても、身体の障がいをもつ者、あ

るいは家計の事情でイタコになる者が1950年代から60年代末に

かけてはみられたようである”反対に懸田らは視覚障がいがあ

りながらもカミサマを称する者が7％いることも報告している

（懸田・渋谷・前田・中村・円島・三井1959：202）,」視覚障が

いの有無は、イタコとカミサマを区別する指標であったがそれ

に反する者が少数ながらも1950年代にいたことがわかる。。

６イタコとカミサマを区別すること

国立民族学博物館の大森康宏は､1994年に｢津軽のカミサマ」

という映像を製作した｡ここでは工藤タキという晴眼でありな

がら恐山の夏の大祭で口寄せをするカミサマが取材されている。

それから20年。現在は、恐山の夏の大祭や川倉春の河原地蔵尊

の例大祭にやってくるイタコの人数は極端に少なくなった。そ

のイタコたちの中に、晴眼のイタコもいる。恐山にやってくる

ある晴眼のイタコの夫は、朝から晩まで何日も口寄せをおこな

う妻をよくサポートしている。彼はいった。「目が兇えるか見

えないかは、イタコかどうかという問題にはならない」と”確

かに口寄せに来た観光客などは､どちらも一様にイタコと呼び、

カミサマと区別してはいない｡夏の大祭などでは､恐山には｢イ

タコの口寄せ」という看板だけがでている。

桜井徳太郎はイタコとゴミソなどのカミサマとの区別意識に

は地域差があることを指摘した。イタコとカミサマはいずれも

南津軽地方が本場で、シャーマン20本来の典型的な形態を崩さ

ずオーソドックスな立場を堅持している，「したがって、この

地区の民間では、決して両者を混同することはなく、両者の形

態的機能的相違は明瞭に認知されている。ところが周辺地区へ

いくにつれて、その弁別は暖昧となる。イタコやゴミソじしん

も、ときによってはその本心を秘匿して他者に偽装する」のだ

という（桜井1970：309）。一方、周辺である新開地方の北津軽

郡や西津軽郡ではイタコやカミサマを意識して区別することに

関心を示さない。シヤーマン的呪法的宗教行為をする者が重要

なのだという（桜井1970：310）。ここから桜井は「とくに死霊

の懸依をうけ、その死霊に代わって死者の心意を口語ることが

「口寄せ」であり、この口寄せ里術をなしうる亜者、つまり口

寄せ醒女であることが津軽イタコをもっとも特徴づけている属

性だというべきであろう」としている（桜井1970：311）“

恐山の夏の大祭にはイタコのl_|寄せを求めて全国から多くの

人々がやってくる。旅行会社によるツアーで口寄せを期待して

２０シヤマン、シヤーマンの表記は桜井の原文に基づく。

岩手県立大学盛岡短期大学部研究論集第１５号2013年３月

やってくる人も多い。そうした人々にとって恐山で口寄せをし

ているのがイタコであって、彼女の視力障害の有無やイタコと

カミサマの呼称の区別は問題ではない，問題なのはどの人がよ

く当たるのかどのくらい待つと自分の番になるのかといった

口寄せに関することである。イタコの口寄せも、依頼者が地域

の人が地域のイタコに依頼していた時代からツアー等で遠方か

ら来る時代となっている。依頼者は死者の口寄せをしてもらい

たいのである。桜井が言うように口寄せをする人がイタコなの

である｡イタコとカミサマの区別は地域や時代で変化している。

最後に

イタコを描いた現代の演劇や小説をいくつかとりあげながら

現在の動きを考察してきた。イタコが登場する映画や小説など

は多数存在するので、本稿ではその一部を取り上げてみたに過

ぎない。一部ではあるかもしれないが、演劇や小説の中に描か

れる現実のイタコとの相違や誇張は、それが揃かれた時代的な

背景をもって揃かれているものだと考えられている。何が現実

のイタコたちと違い、何が誇張されているのだろうか二,そうし

たイタコイメージをイメージの創造ととらえ、現実のイタコた

ちの実態との関係を明らかにするのが本稿の目的であった。

畑津聖悟は「もしイタ～もし高校野球の女子マネージャーが

青森の『イタコ』を呼んだら」や「県立アオモレンジャー」、

「カミサマの恋」で、青森を舞台とした演劇であることを伝え

るため、イタコやカミサマを使用しているⅧ反対にいえば、イ

タコやカミサマは、すでに「青森」としてのイメージを獲得し

ているといえようﾕ'・

’980年代後半に苔かれた内田康夫の『恐山殺人事件』では、

神秘的能力にたけ、死霊の口寄せができるイタコの老婆が、殺

人事件の予告をした。2010年の中森明夫の小説では、主人公の

頭のLl-Iに死去した人物を住まわせ、二人の頭のLl-iでの会話を可

能にするために「イタコおばば」の登場が必要であった。

これらに見られるように､第一に小説や演劇ではイタコは｢バ

サマ」として描かれてきた。実際のイタコも、その時代の「バ

サマ」イメージのある年代の女性たちがイタコのかなりな割合

を占めていたことが本稿で確認された｡しかし平均寿命が延び、

社会的にバサマとよばれる女性の年齢があがると、登場するイ

タコも年齢があがる。時代的変化が反映されているのである

第二に、従来イタコは女性がイメージされてきた。確かにほと

んどが女性であるが、しかしながら少数ではあるが男‘性イタコ

も報告されてきた。そうした少数派の男性イタコは、いわゆる

「伝統」的イタコイメージから派離しているが、そうした男性

イタコにより、近年、イタコセラピーやウェブサイトを利用し

た活動など、新しい動きが起こっている。第三に、イタコの視

覚障がいについて、演劇や小説では、視覚障がいがあったり、

2’イタコの青森イメージについては恐山でのテレビ放送など
がイタコのイメージ拡大に大きく作用している。
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人々はイタコに何を求めるのか(3)－創造されるイタコイメージとイタコの実態一

なかったりという状況がみられた。実際のイタコでも視覚障が

いがあるイタコが多いが、暗眼者もいることがわかった。反対

に晴眼者とされてきたカミサマにも少数だが視覚障がいをもつ

者がいることがわかった。視覚障がいの有無は、イタコとカミ

サマを大きく区分するが､絶対的な指標とはなっていなかった。

桜井も指摘するようにイタコとカミサマの境界はもはや暖昧

（桜井1970：327）になっている。従来の形式である師匠につい

て修行する「伝統的」イタコを志望する人が出現することは、

もはやほとんど期待できない。イタコ業を営む人も数えるほど

になった。その一方で、従来の形式とは異なるが、特定のイタ

コの師匠をもたずイタコを名乗る亜省が出現しているのである。

イタコを登場させる演劇や小説などの文芸作品は、現在も生

産され続けている。現実のイタコを基本的に使いながら、イメ

ージの世界は、「口寄せ」をもとにイタコを発展させてきた。

創造されるイタコイメージは現実のイタコからさまざまな発展

を見せている。一方、イタコを称する人々の側でも、従来の伝

統的形式とは異なる新たな形式の変化もおこしているのである。
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畑漂聖』悟作

。「もしイタ～もし高校野球の女子マネージャーが青森の『イ

タコ』を呼んだら」

．「県立戦隊アオモレンジャー」（青森放送ラジオ番組）

．「カミサマの恋」

大森康宏１９９４「筒蛭のカミサマ」伺立民族学博物館制作

くウェブサイト＞

．｢全国高総文祭とやま2012」の「第58回全国高等学校（富山

大会)、第58回全国高等学校演劇指導者講習会､第36回全国高

等学校総合文化祭演劇部門参加要項」２０１２年１１月２０日閲覧

（htlP:"www､soubun2012・tym､edjp/iestival/thealem/）

．｢渡辺源四郎商店」の「畑津聖悟略歴」2012年１２月８日閲覧

（http:/ｿWwwnat定gencom/pmiile,html）

．(htqpWWww5b､biglobe､nejp/~aomo/)、２０１２年１２月８日閲覧
．(htlp:"｡.halena.､ejp/keywoId/）「県立戦隊アオモレンジャー」
2012年１２月８日閲覧

．｢劇団民芸カミサマの恋」２０１２年１２月８日閲覧

０１t叩:"Wwwgekidanmingei､cojp/2011kamisamahlml）

。｢厚生労働省」の「平均余命の年次推移」

（hmp:ﾉﾝWwwmhlwgOjp/toukei/Saikin/hw/1ife/1ifblO/SankouO2html）
2012年１２月ｌｌＨ閲覧

．｢内閣府共生社会政策｣の｢少子化対策平均初婚年齢の推移」

（htlp:"www8.ＣａＯ､gojp/shoushi/Whitepapell/W-201M23webhonpen/ht

ml/filmkuO8-05・hlml）２０１２年１２月ｌｌＨ閲覧

．｢第３回イタコセラピー識演会：鳴海秀雲セミナーズ」

（htlp:"www､semina鵬jp/useISeminar_｡､php?SCD=13440）
・ＹｂｕＴｕｂｅ「shimotalkさんのチャンネル「イタコ｣」

（htlp:"www・youtubc､com/watch?V=A405pSO62Vb）２０１２年１２月
１４日閲覧

．「青森県立郷士館ニュース」２０１２年１２月１７日最終確認

（hUp:"19/odokan,exblogjp/12357645/）
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